
 

 

 

 

 

 

ニュースリリース 

２０１４年 ６月１８日 

新日鉄住金エンジニアリング株式会社 

 

免震新商品 球面すべり支承「ＮＳ－ＳＳＢ®」大型物流施設に日本初採用 

 

 新日鉄住金エンジニアリング株式会社（代表取締役社長 高橋 誠、本社：東京都品川区）建築･鋼構造事業部（事

業部長 竹内 貴司）は、山九株式会社より（仮称）西神戸物流センター新築工事を受注するとともに、その免震装

置として当社が開発した球面すべり支承「ＮＳ－ＳＳＢ®」を初めて適用し、建築確認を取得しました。 

 

この度採用されたＮＳ－ＳＳＢ®は、振り子の原理と鉄の技術を利用し、平成２６年２月に国土交通大臣認定を取

得した新しい免震装置です。本案件は、ＮＳ－ＳＳＢ®の採用一号案件であるとともに、大型物流施設に球面すべり

支承が適用された日本初の案件となります。 

 

ＮＳ－ＳＳＢ®は、①建物が揺れる周期（固有周期）がすべり板の球面半径のみで決定され、建物自体の重量や積

載荷重等の影響を受けない、②単一の免震装置で建物の長周期化の実現が可能、③装置の性能が安定しており「ば

らつき」が少ない、④すべり板の「直径」のみで免震システムの稼動範囲が決定され、免震部材の選定が容易、等

の特長を有しますが、特に、本案件のように建物内の積載荷重が変化する物流倉庫において、安定した免震性能を

実現するというメリットを発揮します。 

 

また、ＮＳ－ＳＳＢ®は従来の免震装置の約３倍の支持能力を有しつつ、免震装置で重要な「すべり易さ」と繰り

返し性能を実現しており、高い免震性能と免震装置のコンパクト化による建物構造の経済設計を両立しました。 

 

なお、この度ＮＳ－ＳＳＢ®をご採用頂いた山九株式会社の（仮称）西神戸物流センターは、神戸西インターチェ

ンジから神戸淡路鳴門自動車道や山陽自動車道等へアクセスの良い神戸テクノ・ロジスティックパーク（神戸複合

産業団地）内に、物流業務の効率化と物流ネットワークの拡大を目的に計画された地上４階建の重層倉庫で、ＢＣ

Ｐ対応や環境面に配慮された計画となっています。 

 

当社では、大型物流施設の建設工事に積極的に取り組んでおり、本件を含めた大型物流施設の施工実績は直近 

１０年で約１５０万㎡に上ります。引き続き、物流施設計画・建築のノウハウを提供し、お客様のニーズに応えて

まいります。 

 

併せて、鋼構造エンジニアリング力と鉄の知見を活かした商品・技術の提供を通じ、安心・安全社会の実現に努

めてまいります。 

 

（注）「ＳＳＢ」とは、「Ｓｐｈｅｒｉｃａｌ（球面）Ｓｌｉｄｉｎｇ（すべり）Ｂｅａｒｉｎｇ（支承）」を意味します。 

 

 

 



 

 

【ＮＳ－ＳＳＢ®製品形状および部材構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【山九株式会社／（仮称）西神戸物流センター（完成予想図）】 

 

 

[お問い合わせ先] 

経営企画部広報室 ０３-６６６５-２３６６ 

以 上 

  


